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K-PREX工法は，既設コンクリート構造物の内部に固定定着したPC鋼材を用いて，プレスト

レス補強する技術である．既設コンクリート部材にコア削孔をした後に，先端部を特殊削孔機

で円錐状に拡径削孔を行う．そこに，リングナットを配置したPC鋼材を挿入して，先端部の空

隙を専用の高強度モルタルで満たすことにより，部材内部にくさび状の固定定着部を構築する． 
この固定定着部と部材内部に配置したPC鋼材（緊張材）を用いて，コンクリート構造物をプ

レストレス補強することができる．この工法を適用することで，部材の内部での補強が可能と

なるため，部材外面に補強材等を設置する必要がなくなるという利点がある． 
本稿では，本工法の概要と想定される適用方法に加えて，適用事例について紹介する． 

 

キーワード：既設コンクリート構造物の内部補強，拡幅・部材追加，プレストレス，耐震補強  
 

 

1.  はじめに 

K-PREX工法は，既設コンクリート構造物の内部補強

あるいは，新旧部材の一体化を図るために，既設コンク

リート部材の内部に PC鋼材をあと施工で埋込んで固定

定着部を構築し，プレストレスを導入する工法（図-1）

である 1)～4)． 

本稿では，K-PREX工法の概要と適用方法に加えて，

適用事例について紹介する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  工法概要 

(1)  固定定着部の特徴 

本工法ではコア削孔した既設コンクリート内に挿入し

た PC鋼材の先端部を固定するため，図-2に示す固定定

着部を構築する．固定定着部は，削孔した既設コンクリ

ート，リングナットを装着した PC鋼材，既設コンクリ

ートと PC鋼材の空隙部を充填する先端部充填材で構成

されている．固定定着部の既設コンクリートは，定着構

造をコンパクトにするため，円錐台と円筒を組み合わせ

た形状で削孔（拡径削孔）している．この削孔形状によ

り，PC鋼材に緊張力が作用した際に充填材がコンクリ

ート内で“内部くさび”の役目を果たすことから，引抜

力に対して抵抗する効果が期待できる． 

 

(2)施工手順 

本工法の施工手順 5)を以下に示す（図-3）． 

①既設コンクリートにコア削孔した後，最深部を拡径す

る． 

②リングナットを装着したPC鋼材を挿入し，先端の拡

径削孔部に充填材を満たして固定する． 

③部材増設の場合は，新設コンクリート部材を打設し，

固定定着部の充填材および新設コンクリートの強度が

所定の値に達した後に，PC鋼材を緊張する． 

④PC 鋼材周辺にグラウトを充填し，PC鋼材の防錆およ

び部材との一体化を図る． 

 
 

図-1 概念図 
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図-2 固定定着部の構造 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  適用方法 

(1)  従来技術 

既設コンクリート構造物に対する補強工法の従来技術

について，その多くは部材外部に補強材を設置する方法

が一般にとられてきた．補強材には，鉄筋コンクリート

や鋼板，炭素繊維等が用いられ，対象とする構造物にあ

わせて，巻き立て・増厚・接着等の方法により補強が行

われている（図-4）． 

また，プレストレスを導入する方法についても，基本

的には，ブラケットや偏向装置を外付けしたうえで，

PC鋼材を配置する外ケーブル工法が適用される． 

さらに，対象とする構造物は，土中や水中にある場合

も多く，施工性や経済性（大掛かりな仮設を要する）に

より，従来技術では，実施が困難なケースもある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) K-PREX工法の適用例 

本工法では，部材外部に補強材を設置することなく，

既設コンクリートの内部にプレストレスを導入すること

ができる．これにより，部材の内部補強が可能とるため，

従来技術と比べ，より簡易な仮設により対象部材を補強

することが可能となる．想定される内部補強での適用例

を図-5に示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，本工法では，拡幅等により新たにコンクリートを

打ち継ぐ部材およびその境界面にプレストレスを導入す

ることができる（新旧一体化）．これにより，限られた

部材寸法のなかで，効率的にコンクリートを打ち継ぐこ

とが可能となる．くわせて，プレストレスを導入するこ

とで，打ち継ぎ面の水密性が向上し，打ち継ぎ面からの

劣化因子の侵入を抑制することが期待できる7)．そのた

め，土中に埋設される構造物や，周辺環境により水分が

供給される構造物においては，長期的に耐久性を確保す

ることができる．想定される拡幅・部材追加の適用例を

図-6に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，プレストレスを導入することで，差し筋（ケミ

カルアンカー）等の配置本数を減らし，既設躯体への削

孔本数を抑制することができる．これにより，削孔時に

おける既設鉄筋の内部干渉と損傷を抑制し，既設躯体を

傷めることを予防することができる．  

図-3 施工手順 
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拡径削孔要領 

1.拡径ビット挿入 

2.拡径削孔 

3.拡径ビット回収 

【フーチング部の内部補強】 

【ケーソン基礎の内部補強】 

図-5 内部補強の適用例 

【下部工基礎の拡幅】 

図-6 拡幅・部材追加の適用例 

【歩道橋の添加】 

図-4 従来技術の例（橋脚補強） 



4.  適用実例 

(1)  工事概要 

大阪府発注の2径間PC単純桁橋の耐震補強工事におい

て本工法を適用した．補強一般図と位置図をそれぞれ

図-7,図-8に示す． 

 

 

本工事では，耐震補強として新たな増し杭と既設橋台

を一体化させるための増しフーチングが増設される．そ

のため，既設橋台コンクリートと増しフーチングコンク

リートを確実に一体化させることが構造的にも長期耐久

性を確保する上でも重要となる．特に対象構造物は，海

岸線近くに位置しており，干満の影響によって海水の影

響を受けることから，特に打ち継ぎ面の水密性が重要と

なる．そこで，新旧コンクリートの打ち継ぎ面に対して，

標準のあと施工アンカーによる差し筋およびチッピング

処理に加えて，接合面にプレストレスを導入することで，

打ち継ぎ面の水密性・耐久性を向上させることができる

本工法 3)を適用した． 

 

本適用事例では，既設橋台の背面に長さ 1000mmの削

孔（コアドリル）を行い，躯体内部に固定定着部を設け

ることで打ち継ぎ面の全高に対してプレストレスが分配

するようにPC鋼棒を配置した．構造図を図-9に示す．

各橋台にはPC鋼棒を 4本配置した． 

本路線は，交通量が非常に多いため，橋台背面を掘削

した後に覆工版を敷設した上で，道路供用下での施工を

行った（図-10）． 

 

 (2)  施工要領 

実施においては，他の工種への影響を少なくするため，

固定定着部の形成工程は，増し杭工が完了したのちに，

増しフーチング工の準備期間にて実施した． 

施工は以下の要領で行った．主な施工状況を図-11 に

示す． 

a) 既設躯体にコアドリルにより削孔を行うため，レーダ

ー法により，内部鉄筋探査を行った． 

b) 既設鉄筋を避けた位置でコアドリルにより，所定の長

さ（1,000mm）までφ42mmのコア削孔を行った．  

c) 完了したコア削孔の最深部に拡径用ビットを挿入して

拡径削孔を行った． 

d) 拡径削孔完了後に掃除機により孔内を清掃した後に，

拡径部に所定の内空断面が確保されているか調べるた

め，専用ゲージで計測した． 

e) 先端部充填材を削孔内部に注入した．注入に先立ち先

端部充填材の練上り直後のフロー性状を確認した5)． 

f) 先端部にリングナットを配置したPC鋼棒（φ23mm）

を挿入し，先端部充填材が硬化するまで自重や外力に

より動かないように固定して養生を行った． 

g) 既設部に定着し配置したPC鋼棒をカプラー接続によ

り延長し，新設部PC鋼棒を配置した．新設部PC鋼棒

には，シースを配置した． 

h) 増しフーチング工を行った． 

i) 新設コンクリートおよび先端部充填材の強度を確認し

た後に，センターホールジャッキを用いてプレストレ

スを導入した．導入緊張力は，荷重計を使用して管理

した． 

j) 予め配置した注入ホースから超低粘性グラウトを注入

して孔内およびシース内の空隙を充填した． 

k) 定着部（箱抜き）を無収縮モルタルにて後埋めした． 

図-9 構造図 

図-7 位置図（上空より） 

覆工版

ブラケット
ＰＣ鋼棒（φ23mm）

図-10 構造図（施工時） 

図-8 補強一般 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  まとめ 

本稿では，K-PREX工法の概要と適用方法について事例

とあわせて紹介した．工法の用途と特徴をまとめる． 

本工法の主な用途を以下に示す． 

①内部補強 

既設コンクリート構造物の部材に導入するプレスト

レスにより，部材の内部から補強を行うことができる． 

②新旧一体化 

既設コンクリート構造物に部材を打ち継ぐ場合にお

いて，打継目に対して直交するようにプレストレスを

導入することができる． 

本工法の主な特徴を以下に示す． 

①耐久性の向上 

 打ち継ぎ面にプレストレスを導入することで，水密性

が向上する． 

②経済的な補強 

既設構造物にプレストレスを導入できることから，土

中・水中の部材を経済的に補強することができる． 

③削孔数の削減 

プレストレス導入に伴い，あと施工アンカーの本数を

削減することができる． 

 

現在のところ，適用性が実証されているPC鋼材種別

は，φ23mmのPC鋼棒B種1号に限定されている．今後は，

適材適所にあわせて導入プレストレスが選択できるよう

に，緊張力が異なる鋼材種類に対応する検討を進めてい

く予定である． 
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